
事業完了（廃止等）報告書 

調査研究期間等 

調査研究期間 令和元年６月１８日 ～ 令和２年３月１３日 

調査研究事項 ≪委託研究Ⅲ≫ 

ア．教育課程に関すること 

イ．教職員の研修に関すること 

ウ．環境整備に関すること 

エ．その他夜間中学における教育活動充実に関すること 

調査研究のねらい 【横浜市立蒔田中学校】 

本校の夜間学級には、年齢層、国籍、就学年数が異なる生徒が在籍し

、そのほとんどが日本語指導を必要としている現状がある。 

また、就学年数によって、数学と英語の習熟度に顕著な差異がある。 

本研究により、本校の生徒の現状に適した教育課程及び効果的な学習指

導の実践に繋げ、更なる教育活動の充実を図ることをねらいとする。 

調査研究の成果 

 

 

 

 

（総括） 

横浜市内の夜間学級が蒔田中学校に統合され、６年目を迎えた。今年

度より、９教科の非常勤講師の授業時数を約３倍に増やし、国語、社会

、数学、理科、英語の授業は、各学年で習熟度別少人数授業を実施した

。音楽、美術、保健体育、技術・家庭の授業は、学年ごとに実施し、夜

間学級専任がＴ２として授業に入るようにした。また、日本語指導が必

要な１年生には、１時間目の課題別学習（各自が学習面の課題を克服す

るために自分で計画的に学習に取り組む時間）に習熟度別少人数日本語

指導を行ったり、横浜市教育委員会で実施している日本語教室の受講を

勧めたりし、早期の日本語習得につなげた。これにより、全日制高校へ

の進学を目指す生徒、日本語を学びながら教科の学習を進めたい生徒、

小学校の学習内容を学びたい生徒など、今まで以上に個に応じた学びを

実現することができた。 

本校の生徒のほとんどが外国籍または外国につながる生徒のため、

６年前より英語と中国語の学習支援サポーターを配置している。ま

た、今年度よりネパール語の学習支援サポーターを配置した。日本語

指導が必要な生徒は、授業中や休み時間に通訳としてサポーターの支

援を得られるので、学習内容の理解や教職員とのコミュニケーション

が深まり、安心して学校生活を送ることができた。また、保護者面談

の際にも、３人の学習支援サポーターに通訳をお願いし、夜間学級へ

の保護者の理解と協力を得ることができた。 

毎月実施した管理職と夜間学級専任教諭、非常勤講師が参加する担

当者会では、「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」

に向けた各教員の実践について教員が紹介し合い、夜間学級全体にお

いて魅力ある学習指導の実践を行うことができた。「主体的・対話的

で深い学びの実現に向けた授業改善」には、日本語指導が必要な外国

籍や外国につながる生徒への授業改善に通ずるものが多く、より多く

の外国人就学希望者に教育の機会を提供することにつながったと考

える。 

 

（個々の実施内容及び成果） 



【契約締結後】 

・研究テーマおよび年間計画の確認、生徒情報の確認 

・担当教諭との教育相談（三者面談：３日間） 

 →目的：一人ひとりの生徒の自己実現を目指し、本人に、その望ま

しい在り方を助言する。 

  内容：日本語の理解度について、英語の理解度について、横浜商

業高校の日本語教室への参加希望について、長期休業中の

様子について、生活や体調、仕事、心配事について、学習

について、学校生活で分からないことについて、卒業後の

進路についてなど 

 【成果】１年生から不安に思っていることなどを担任が丁寧に聞き

取り、不安を取り除くことができた。日本語指導が必要な

１年生６名に日本語教室を勧め、５名が受講を始めた。 

・各教科の教材の検討 

→目的・内容：生徒の学力、日本語の習熟度等に応じた教材の検討 

を行うことで、充実した授業展開を目指す。 

【成果】５教科の学力や日本語の習熟度についてアセスメントを行

い、習熟度別少人数授業のクラス分けを行った。日本語指

導には、財団法人三重県国際交流財団発行の日本語指導の

テキスト「新版みえこさんのにほんご」、「新版続みえこ

さんの日本語」を活用することとした。 

・職員研修会の開催 

→目的・内容：夜間学級に関しての有識者を招いての研修会を開催 

し、夜間学級の在り方や指導方法等についての研修を行 

う。 

 【成果】夜間学級担当者で検討し、外国につながりのある児童・生

徒支援のために、主として在留資格について、９月に研修

を行うことを決定した。（【９月】参照） 

・指導方法の確認（担当者会にて各教科単位で実施、） 

→テーマ：「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」

における指導上の工夫や課題について（日本語支援の方

法等についても検討） 

内容：視聴覚機器や視聴覚教材の活用     

授業における「やさしい日本語」の活用 

授業における教員の英語使用について 

日本語教室の活用方法について検討 

学習支援サポーター（英語、中国語、ネパール）の活用

方法について検討 

【成果】次のことについて、担当者で共有した。 

○テレビや書画カメラの活用 

○短焦点プロジェクターとスクリーンとしての黒板 

活用 

 ○生徒同士で教え合う授業の大切さ 

 ○日本語習得に向け、教員は英語よりも「やさしい日本語」

を使用する。   

【７月】 



・各教科の学習状況についての確認（担当者会にて） 

→目的・内容：各教科の生徒の学習進捗状況を確認し、今後の授業 

方針を検討 

【成果】課題のある生徒を把握し、学習支援サポーターの配置を確

認するとともに、個に応じた指導を通し、褒めながら伸ば

すことを確認した。日本語指導が必要な生徒が多いため、

プリントや板書には必ずふりがなを付けることを確認し

た。 

【９月】 

・担当教諭との教育相談（二者面談：３日間） 

→目的：一人ひとりの生徒の自己実現を目指し、本人に、その望ま

しい在り方を助言する。 

  内容：日本語の理解度について、英語の理解度について、横浜商

業高校の日本語教室への参加希望について、長期休業中の

様子について、生活や体調、仕事、心配事について、学習

について、学校生活で分からないことについて、卒業後の

進路についてなど 

【成果】長期休業中の生活や学習について把握することができた。

３年生は、卒業後の進路について確認する中で、高校見学

や進路面談など、今後の予定について見通しをもつことが

できた。 

・職員研修会の開催 

→目的：外国につながりのある児童・生徒支援のために、主として

在留資格について理解する。 

内容：認定 NPO 法人多文化共生教育ネットワークかながわの方を

招き、夜間学級担当職員へ在留資格の種類や卒業後の進路

指導について学ぶ。 

【成果】次の①～⑥について学ぶことができた。 

① 在留資格とは、日本がどのような外国人を受け入れる

かについて、その外国人が日本で行おうとする活動の

観点から類型化して入管法に定めたものである。 

② なぜ国籍やビザ（在留資格）を把握する必要があるの

ですか→外国につながりのある生徒が、自らのアイデ

ンティティーを再確認し、自尊感情を持って学校生活

を有意義に過ごせるようにするためにも、国籍やビザ

の把握が必要である。 

③ 在留資格には２種類あり、就労制限があるものと就労

制限がないものがある。     

④ 生徒がビザの手続き等で学校を休む場合、出席の取り

扱いはどうしたらいいか。→校長が教育上特に必要で

あり、出席しなくてもよいと認めた場合は、「出席停 

止・忌引等」の扱いとなる。 

⑤ 高校生がもっている可能性のあるビザで就労制限の 

あるものは「家族滞在」「公用」「留学」「特定活動（定

時制高校に通う）」などである。卒業後、本人が日本で

の生活を継続するには、進路に応じて就労の認められる



ビザに変更することが必要である。現在のビザや、家族

の状況によって進路指導の対応が異なる。 

⑥ オーバーステイなど、ビザが無くなった状態であって

も「長期間日本で暮らしている」、「日本の学校で教育

を受けてきた」などの事情を考慮して「在留特別許可」

により在留が認められることがある。  

【１０月】 

・前期のまとめ、中間報告（職員会議にて報告） 

 

【１１月】 

・学習成果、日本語の習熟度等について確認（担当者会にて） 

 

【１２月】 

・各教科の教材の検討（担当者会にて各教科単位で） 

→目的・内容：生徒の学力、日本語の習熟度等に応じた教材の検討 

を行うことで、充実した授業展開を目指す。 

【成果】スモールステップの発問や指導、自分の思いや考えを自分

なりに表現させること、生徒の国籍や文化のギャップを教

材作成に生かすこと、生徒の国のことなど生徒が知ってい

ることから日本のことを紹介することなどの工夫につい

て共有することができた。 

【１月】 

・担当教諭との教育相談（二者面談：３日間） 

→目的：一人ひとりの生徒の自己実現を目指し、本人に、その望ま

しい在り方を助言する。 

  内容：日本語の理解度について、英語の理解度について、横浜商

業高校の日本語教室への参加希望について、長期休業中の

様子について、生活や体調、仕事、心配事について、学習

について、学校生活で分からないことについて、卒業後の

進路についてなど 

【成果】３年生は、横浜市教育委員会で取り組んでいる英検受検を

行い、客観的な英語力を測ることができた。高校入試に向

け、補修や面接練習を計画的に行うとともに、横浜市教育

委員会が実施している日本語教室通級生徒等に向けた進路

面接練習会を活用し、３年生は自信をもって受検すること

ができた。また、インフルエンザの予防接種を３年生には

推奨したため、インフルエンザにかかった生徒はいなかっ

た。 

【２月】・調査研究のまとめ、研究紀要の作成 

【３月】・年間総括、研究紀要の発行、次年度にむけての準備 

 


